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1.はじit-に

海上保安庁水路部では昭和57年5月より下里水路観測所(和歌山県那智勝浦町)に固定式の人=衛

星レーザー測拒装置を導入し,AJISAI,LAGEOSをど測地衛星の観測を行をっている｡この観測により,

日本列島の世界測地系における地図上の位置のずれや地球規模のプレート運動の検出などの成果を得つつ

ある.水路部ではこれらの状況を踏まえ日本列島周辺の主を離島の位置確定を目的とした衛星観測プロジ

ェクトを発足させ,この目的に使う可搬式の人工衛星レーザー測拒装置(HTLRS)を開発した｡

2.装置の概要

Fig.1に装置の外観を示す｡装置は光学系部とエレクトロニクス部とに分け,二つのシェルク-に

収納する構造とした｡総重量は約5トンである｡小形,軽量化を図るため送受信光学系の一部を一体化し,

受信鏡は口径35cm.とした｡レ-ザ-はQuantel社製のMode1-501C,Nd-YAGレ-ザ-でパjL,ス幅約100

ps,波長〇･53,ォm,出力50mJ/pulse,繰返し5ppsであるTable.1に装置の主な仕様を示す｡

システムサイズをQ｡Ar･αPT･ギ(1)と定義し,

ここに,レーザーの発射繰返し数,E:レーザーの出力エネルギー,Ar:受信鏡の面積,αPT:送受信

光学系の効率,符:検知器の量子効率,とすると今回開発したシステムのSは3.8w�"cmと浸る(Table.1

参照)｡下里の固定装置のSは13Ow-c｣であり可搬式はこの5Fvに過ぎをVl｡可搬式とするため必要と怒

ったシステムサイズの小形化に対しては,雑音の低減化と受信系を単一光子の信号レベルでも作動可能と

することでこれを補っている｡雑音低減のためGate付検知器の採用及び送出レーザー光の大気からの後方

散乱光が検知器を照射するのを防ぐチョッパ-を入れてある｡また測距データの処理において0-Cを

CRTにディスプレイし,測距データ近傍の雑音による誤カウントを容易に除去し得るソフトをども開発した｡

AJISAI,LAGEOSなど測地衛星に対し,夜間から薄明時で測距が可能である｡

検知器は浜松ホトニクス社のマイクロチャンネルプレート形光電子増倍管R2024U-01を使用してい

る｡架台は高度,方位2軸式で各軸の駆動はDCトルクモータによるダイレクトドライブで計算制御によ

り衛星を追尾する｡衛星追尾及びデータ処理のための計算機は日立のB16FXである｡測距カウンターは分

解能psのHP5370Bである｡時計装置はRb周波数標準発振器で駆動しており,ロランーC電波との比

較により世界時(UTC)に対し1As以内の精度で時刻同期,雄持を行夜う｡

5,測農巨データ

Fig小2,5に測拒データの例を示す｡Fig.2は固定地上標的(逆反射器)に対する測距例-Fig.3

は測地蘇畢LAGEOS(高度oKm)に対する測拒例である｡測拒精度(シングルショット値のバラツキ
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のrmsで評価,衛星測距の場合は0-Cの多項式によるフィッティングの残差のrmsで評価)は地上標的

の場合で1. 9cm　衛星LAGEOSの場合で5.7cm.である｡昭和6 5年1月から5月に第一回の離島観測が父

島で実施されたが得られたデータは全て同じレベルであり,安定した結果を得ている｡なおシステムエラ

ーの有無をチェックする目的で下里の固定装置との同時衛星比較観測を行怒った結果では,漸定的夜結果

であるが,両装置の位置等補正後の両装置の測距値の差の平均値はLAGEOSの場合で0-1仇, AJⅠSAⅠ

の場合で　　3amであった｡
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Fig.1　Transportable Satellite Laser Fig.2　Ranging Data for Ground

Ranging System

Table-1　Major Specifications

Hi]宜

n Laser Repetitio Rate　　　　5pps

E Laser Output Energy　　　　0-05J/pulse　8

Ar Area of Receiver Optics　　800d

αβγ Efficiency of Optics 0.27

か　　Quantum Efficiency of 0.07

Detector　　　　　　　　　(at 0.53〟m)

Physical Dimension　2.28×2.08×3.48m

2.28×2.08×3.78m

Weight　　　　　　　　　5　tons

Power　　　　　　　　　<3 0KVA

Range Accuracy　　　<5 cm for Satellite

Operati on Day andでWilight Time

-ま荘蘭

-弓日直

Target

LAGEOS 13/DEC/8? (1912-1958 JST) ED仏X=?3 AZST=13BL

145B.2SB

RMS　　8.837m

NL州IBER　487

Polynommal order is 1

千村H-.iRlJ虻巨デーー　タ仲rJ

re.jvr s　　:　　s　-　7　cm
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Fig.3　Ranging Data for Saellite

(LAGEOS) after polynominal

fitting


